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I 緒言

松)J行は医薬)/J 必よび、各N: 工業)/ JIJ;(材料としては止はだ広範な川注をイf し， /1(1干 1I 25 :11三!をにた

ける国rÁJ生産~:rl Lì ，約 7 ， 000 f自と称せられているが，なた問内の7P起をヲピJ止するに王らや，l，lê 々

5 ， OOO~6 ， OOO J直の外国産ロジンをi!iÚU入している。いわゆる生松1m (pine oleoresin, turpentine 

または pine gúm) を ~t産する耐阻は ，Pinus ， Picea , Larix , Abies , Pseudotsuga などの消I~

で，国産松IJ行の生i患は，従来とのうち Pinus 同のクロマツ (Pinus Thunbergii Parl.)と

アカマツ (Pinus densiflora Sieb. et Zucc.) とに IU~ られている。近時，輸入ロジンを国産製

Illi をもって充足すぺ<. l('j産が II!P呼されつつあるのに31;み.者 Jf等は，市千H-lrl: 80 ， 000 ， 000 立

方米といわれる北出道産のエゾマツを樹IJ行責i/ú として /):j発するととの可能性の有無を J，J1 る lfH

を q'，}んとして試験に清子-したので、ある。

ヱゾマツに対する保!J而試験は， すでに 11(1手1I 17 (， 1三区L 帝京本I，~HふlヒìNi立林業1試験iiJーの丸山

氏1) によって行われているが，事業i'1句に実地する段件?に玉らなかった。外国に沿いても， II[ く

から 2~3 の試験が1-ln)*L ， T"l' lIr W'1I氏はその千三;午“Die Harze"~) にむいて，将来 Picea

kn;の樹脂J宅取を研究すべきととを強~I1IIJ しつつあった。 U~二てた 111:界大戦也前の欧州|にたける

Picea 船1mの生産荒はすで、に年産 1 ， 300 fl!Iiに注していたと伝えられてゐ 1) 3) • ソ;辿主に 3沿Eいて

はJ羽州{日|当の)，別、姐川M山J十.

ヱゾゾ、マツカか通らの J咋采利相)J附j肝行に閣しては，収{主の試験車，'i!.)~の発Zごされたものが少ないので，一応各陀

の咋IlH1Lについて，その内欠をご検idする必裂をJぷじ p 従来わが伝lで一般に行われている斜措法

のほかに p 米国法 (Cup and Gutter System ゐよび、 Bark Chippin~) ，フランス11;，照 IlIl-法

二年について比q~;i式験を1fうとととした。

さらにとれに加えて， Jえ近米国i乙沿いてュト干しい発民をみつつある薬剤処.flJlによるJ弔問方訟を

併せて"え験した。薬剤刺技法の研究は 1936 (，1'-[:(1 ドイツ，ソ l昨fI乙沿いてí，IIJ められ，件陀の刺1伐

薬剤を J /J いてJ弔問荒を il'l)JJIせしめるととが，Aみられたが，その後米国にやける長j~Jìl lJの広1むな

試験の品.'.'W:めの， 現布ではすでに一般に広〈実施されるに五っている。との薬剤判快J弔問法Jコ

泊川によって， .J弔問経1tq.l ， 1は k_の i\:I\分を， 'i める労力叫が約 1/2 に削減せられ，生松11行乃生産

以価の低下に若しい利益を与えるととがl リj らかにされて沿上米国の咋11旨業外は益々発展しつ

つあるものの如〈である。

米国での試験の結県によればp 刺1j安薬剤として実川的に訟も優れているものは硫般であると

とが最古市iõせられ，とれが今Fi一般に川いられている。著x-等は，とれをー咋年から本ナ1'1産のア

カマツに旭川して相当の効県があるととを知l り 11 現在 P な 3吋 l続いて実験をと継続q~である

がタエゾマツからのJ弔問にも H法を泊目して p その効県を検討したので、ある。

本試験の途行lC 当り種々の仰{更立を与えられた札幌営林Jp7古川、牧営林吉， Iilj J.L山事業所・の職

日各位， :，)立ぴに絡始Kf/l l出ブj をいただいた林近試験J例年殊材、産第一研究主長~iil l]信夫J之官， jなよ
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(j:現地にむける測定に尽力された日J liJf光虫の f:!1 総~~~技'(r. -1毛沢定男lI)J子に対し深甚な謝立を去

する火山でるる。

E 試験の部

A 試験地の概要

本試験J也は，札幌営林)1-1)， 'r~ri~小牧jf~' ，f本\\'1 :;'!:;内， 7lIfノト牧経常区 18'7林JIJEに属し，栂前山の東北

Lll.t遣にあたり，一帯は J王とんど坦々たる '1な凶本をなし， j'ん:抜高 140 m -I，ìíj後で、まうる。 イヰ地方の

主ギfをなす地!昔は第 3 紀ltそで，そゐ_I-.M; を件前山のtil'引 1 11 による火山火lrrのほい tf[Ji'(f1JJが起つvこ

いる。制作f.};はが-J 280 1， 1:.前の大噴火，ゐよぴ 210 1， 1:.vìなの大爆発によって前生林がほとんど全

減した後， ;(.~日:壊の卜.にほぼ一斉(I"J に 1州本した針・広i凶行林である。地Hミ相生はヱゾメンマの

ような、(-'歯 H!が葉;そし，笹生J'!を欠L 、ている(第 1 図)。

第 1 図試験 i也略図
Fig. 1. Location of theεxperim，"口tal forest. 

B 試験期間

i1ij手11 26 年 5 月下旬より川年 8 J1末に玉る約 3 ケ nlllJである。

C 供試木の概要

，;え験地内で ü径 30cm 以[.のクロヱゾマツ (?icea jezoensis Carr.)を i在宅し，特にJI引

不良のもの p ゐよぴ、タト見上I切らかに菌害l乙位・されているものを除外して詐号本Lを附した。イJIム刊

された試験木fì総数 200 本である。耐の直径は ldiii.両径の"I'--J[J，樹高は樹f，;j III!娘去に p 材干11;は

北iH:道立小;幹材一千万夫(帝宝林野J，;J， fJf)-fI-1 19 I，[~発行， r~r-.ll(!J広古制)によった。その知県は各l武
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験;本 ji'í之、との "1 王l:IcJf!J'[として抗 8 去に掲げてある。

D 試験方法

外附j片方法ごとに，出径日Ijネ:数がほぼ等しくなるように 20 本先の試験本を註むした。ただ

しとの場合，米国訟のみは光歩 60 本をとし後とれを 3 仇1に分けた。切小J'日立の }jf立はすべて

市flijで‘ある。各方主ととも切HIH1 !ifì前にキ111え刺を行い p 下部泊当のととろに流 Ifl，する樹脂布IJ集}J J

の他と交械を取り付けた。

(1) 斜溝法 (Japanese Saw Method) 

旬')1・J'方i'L:ìòよび羽:Jj行川 J~ (tr~ 2 図)は p 従来アカマツ，クロマツについて行われている方?去

に準拠しペタj付/Iljの rlJ は樹幹同副の約 1/3 でるる。前['}Iの切小J"Fl から起~;T して 8 Li '1 ごとに

.1-.方へ向って匂j小j消をJJi新した。む1111の切小jーの也 l託[に受持 rlllこ iflっている樹脂，沿よび縦i7~ ，

エプロンに附ltï' している刷/J行をへラでIIJ及1'1'0に採取して干'JiTik した。

7 月 20 n以降は，それ以前にむけるJI~量が等しくなるように 20 本の試験木を 2 分し，

;Jの併を~~~I1t 50% のME限で処迎!した。硫酸処l]IUi下の切上げの市さはf手II'I*Z) 5cm とした。 7

)J 27 日切付 (J!l~処理1l)， 8 J1 13rl 切付(処JIJ[) ， 8 J1 20 日切付(処PJI.)のものは p 切f・J'

後 p 各樹木;の法川7f: を 1:正日 ìJllJJ，ëし，法/1'1 r ï 長の変化を験べ，参考に供した。

(2) 米国法 (American Methods) 

水国法によるJ弔問木として選定した試験木 eo 本を， 5 月 21 日から 6 IJ 21 Fi まで 41 ，， 1切

小「をほどとした鮎*カミら，各!ilのとの1i\Jにゐける法IHf正がほ l引liJ じくなるように火の 3 併に分

けた(ただし法11 11長が↑.'1'#、であったので，径殺をも fJí:せて考収した)0 -'J(の 3 併の切イ付去は p

いやれも下，;己(イ)の付与作法と同一である。

(イ) 秘ìWyl~ (力\~処坦I[) (Cup and Gutter System) 

切付方11;むよび切付社似しは p jLおE米国にゐいて行われている方11;7)8)りにほぼ準拠し p 丸11'!

hack，大~;rJ ノミ，樋 (gutter) は新しく i試作したものである(第2 図)。 槌は長さ 25cm ， IIJ 

5cm のブリキJ反を i心さにI円って 2 つに:Jlíï!'! げ， 1 本の相に対-して 2 校宛，大ll~ ノミを川j いて

取り付けた。

切小j叫の IIJ は大約 21 cm，切J:の高さは臼1 11 1 1. 5cm，切付加itの角度は約 45 0 である。かっ，

切付総の深さば木質部へ約 0.5cm 程度とし，切付の週葉JJは 8 日目ごとである。 1す:回切付を

ほどとす直前に切付両l乙附着している樹f)旨 scrape を採脂川ヘラで集め p 受格上11 に滑った樹脂

dip とともに'ffiました。

(ロ) 掠準法に対する硫隈処理 (Cup and Gutter System with sulfuric acid treatment) 

切付方法たよび遠出しtdJl"J脂の ìJll!:;ë法は(イ)と全く同様でるるが，本法はとれにさらに，

切付直後 50% 硫酸処却をほどこした。 硫酸は1ii'ì子製のスプレー(第2 図)をi1Jいて吹付け

た。 6 月 28 円より 7 月 26 日までは 1 本の樹に旬:回与えた硫酸量は 0.1 cc であったが，
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7 n 26 I1 以降は切付治が湿る程度(約 1 cc) とした。

(ハ) Bark Chipping 

Bark Chippil1?:は米国で‘硫酸処:flH法の制:究 "1 1 に新に右案された方法η日)1U)で， 特殊の f{J型

,hack 0\2 図)を FIJ いて木氏部のllÏ 1-_に i土ーするまでの組成を水平に切除し， 硫酸処JlHをほど

こすものである。切f・)"/I'jfの 111 は(イ)の似準法とほ hf!l� 1と， 切上げの ~~~j さは約1. 5 cm，切イJ

J!!;1期 l主 8 11 [1 ごとである。ヂ1;量ざとに scrape と dip を合算した。

( 3 ) フランス法11) (French Method). 

商rt1 はが) 15 cm, J'.市は弧状にし， 1 F'lの切小Jによって切上げる 111i さは約1. 5cm で， 切

上げのたびごとに，以前に切付けた 3~4 四分の 1話回を I1.UiJrずる。干FJI{ は米国法と /I;J-でまた

切付若MLは今同4二?に研究室にむいて !i"~ f'F したものである (!t~ 2 図)。

A 右から左へ (From right to left) 

プランス法切Hお (French hack) 

米国標準法切f、j出 (American hack) 

Bark Chipping 用切付ìl[， (Bark hack) 

大型ノミ (Broad 目的

スプレ~ (Spray巴r)

B 斜溝法明t*脂1)-号~ (Tools used for 

]apanese Saw 孔1ethod)

右から左へ (From right to 1巴ft)

溝掃除器 (Streak cJean三r)

採脂用へラ (Dip paddle) 

毒官 (Streaking s旦w)

樹皮削り縦 (Bark shaver) 

縦霧付長 CHack to mak巴 vertical

streak) 

打込ノミ (Chisel for 旦ttaching

aprons) 

受鉛 (Cup)

第 2 図搾脂用器具
Fig. 2. Tools use:! for turpentining. 

(4) 短加法 (Bark Band System) 

との方法は切付というよりはむしろ樹皮:1:11 ぎという方が辿切かも ):11れない。市くから Piceα

属の樹から符!l行ずる場合に行われてし，る方法')9)で p わが国でもかつて丸山氏1) がとの方法によ

ってヱゾマツの保i!旨試験を実施した。 すなわち， 揖ゐよぴ、ノミを附い， +tJ皮に対して 111約
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第 1 表 a 斜蒋法!W<処理およ

Table 1 a. Gum yie!d from J号zomat印 tllrpentined by Japanese 
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び硫酸 )iil l'Ql 木の必松 mi 収量

SaW Method with and without sulfuric acid treatment. 
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5cm, ~':j さ約 1m の大きさに切! 1 をつけ p 判Jえして木Z'f-r~!; をど政 111 させるのである。 {Þ/~fliiの下

山1M!亡エプロンと交片品をつけ，長く放世し， 1 ヶ月 11 ごとに干'1'-:11ずした。

E 試験結果

(1)斜溝法の牧量

):~法に沿いてはlr主初 5 1] 26 n ，乙切イ寸を /J:Wì してから 7 1] 27 fl までは 20 -'1，;のたU主主木をす

べて処処~:qlで別府し， との H\Jに会ける 11)(設の手11 (10 イ三分の)がほぼ等しくなるように試験木

を 2 分して， 61iÏ後一方を免除処却し他方を 50% 硫酸で処~Ill した。カ\~処Jlllの W)lli \J lこゐける収量の

t往診は抗 1 夫 a， b の向 l くであり， 第 1lrrlll-切付の 1 木あたり 11士荒 3.8g がIrrl をポねるとと

もに*i'TJJIlし， 9 川口には 16.8g に主主した。 とのJ??力!の !);WI は切1;Jーという刺J;(](:Iこ対ーする樹休の

泊応とも，与えられるが，気i院の上-tF も大きな役訓をち可じているものとつ与えら ~L る。

第 l 表 b 斜蒋法によるエゾマツの生怒Ií百収量 7)J27 111こ第1lr司 11 の Mê般処理をほどと
Table 1 b. Gum yield from ]ezomatsu 
turp巴ntin巴d by ]al羽田se Saw Metho:l. した~Ir}..l~によると，処正ql併のJ段茸はほとんど

Date of chipping Average gum yield per 
str巴ak in grams 

Untreat邑d Untr邑ate :l

May 26 2.8 4.8 

]une 1 3.1 3.7 

" B 4.1 A A 

" 15 8.2 6.2 

" 22 1 1. 1 11.9 

" 29 12.0 13.0 

]uly 6 16.3 17.1 

" 13 14.9 14.2 

か 20 15.6 18.1 

Av刊号 9.3 10.4 

: Treated with 
Untreat邑dlI 50% H;JSO.l 

]uly 27 18.0 20.1 

Aug. 5 

か 13

か 20

18.0 

孔8 i 

45.4 

5! .8 

(]uly 27~ 
Total yield ("̂C:::'.. ~~(\- 56. S 117.3 

¥Aug. 20 

Av. yield per streak I 18.9 39.1 
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vv 
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l
 

av R
 

206.9 

Av. face悶width ， cm 47.6 44.5 

40g でるる。

」合力11 しなかった。とれは Pinus 佐;附.fí]i:のア

カマツにたける拝1)'等の経験10) とんいに趣を

具にするものである。すなわちアカマツにむ

いては，処Jlp，j :;'J始直後の 1 ~2lrjlの切付にゐ

いて，特しく法IILIitの哨大を来し， liW後榊かl

率がやや減少するのがJ丹辿である。第 2 !fi1[1 

の処主II切付の結県は，事故のため牧荒を測定

し件なかったが， ~B Irrl , ~rH Irrl はそれぞ.I L

約 2.5 併の増収を示した。硫酸処.flllをほどこ

したいi数が少ないので，とのあIf県から事業íl!~

に保IJ庁を行う場合にたける処lqlの効果につい

て私げ命をドすととは11L計と J目、わ~l.るが.斜1;1\\

'Ìl~でヱゾマツからJ弔問する場合に， 硫酸処理

は可能かつ有効であるととが判明した。第 1

l:(b に見る虫rr( ， 7H27 r:i~8 )J 20 日の1m

に去けるJrrr，処坦J1，区と処理区の 111c長比は 100 : 

206.S となれ 処理区の 1 回当り牧量は約

(2 ) 米国法(標準法，同硫酸処理， Bark Chipping) の牧量

米国法に局する 3 区は 5 n 25 日に切付を開始し， 6n28H に至って，採準法(無処理) , 

硫酸処理， Bark Chipping の 31洋に試験木を区分した。 それ以前l乙行われた 4 同の切付はす
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第 2 表米国法による生松 Hi1以泣

Table 2. Gum yield rrom Jezomatsu turpentined by American m色thods.

Averag号 (min. and max.) gum yi邑ld per streak in grar立S

Date of chipping ! 
Standard M"thod Standard M己thod， Bark Chipping, 

(Cup and Gutter System) Itreated with 50% H2SO.j悦ated with 50% H2SO生

May 25 1. 6(0~10) 1. 9(0~11) 0.8(0~ 3) 

Jun号 J 戸 2.7(0~11) 1. 9(0~11) 4.1(O~18) 

11 15 3.4(0~ 9) 4.5(0~14) 5.7(O~10) 

" 21 5.4(0~16) 4.4(0~12) 6.6(0~10) 

Totョl 13.1 12.7 17.2 

Jun包 23 8.0(0~12) 15.4(0~29) 12.2(0~24) 

July 5 6.1(0~19) 7.9(0~24) 5.7(0~12) 

" 12 8.3(0~27) 7.6(0~15) 5.7(0~10) 

/J 19 9.3(0~14) 1 1. 9(0~28) 6.3(0~ 日)

" 26 6.o(0~31) 13.9(0~32) 9.7(0~19) 

klg・ 7 

11 9 17.0(0~41) 23. 1 (5~48) 20.5(4~49) 

" 14 19.5(3~41) 32.0(6~86) 36.1(10~111) 

11 21 !6.1(3~41) 24.7(2~66) 22.7(4~78) 

Total yield 
(Junô 恥Aug2l)|

91.1 l 己6.5 119.2 

Av. yield per streョk 11.4 17.1 11.9 

Av. face.width , cm 26.2 26.6 26.9 

Note: From May 25 to June 21, th自己 three groups w己re a11 turpentin色d 1;y S~andard Method 

and not treat号d with the acid. 

べて側準法(力l~処正IlD の給県である。谷区の-'F.. .t~J 1 イ〈あたり J!父長は第 2 衣にはる '!II(， ü.8~ 

仏üg で組めて少ftにすぎなかった。しかしながら p との数字は切付けJ を HJ-とした場合の他

の"庁法の l'iJ-jfjJ!l\lにやける J/'，(荒とよ七仮すると，必1-'しも {llい自立とはいわれない。との点につい

てはさらに後述する各方法の比践の引で触れる。また1/1， 1 々の樹の法川育そをみると，収量として

測定し件ないものから]{，(J~ 18 g まであった。

-3くに可決市法， HMê般処J:IJl ， Bark Chipping の 3 区に分けた後の各l咋の Jfx~止をみると， 切f・jー

の 1") を J主ねるにつれて， 1 本当りの千i力法lI '，w:がi??加するととは斜持法その他のJ品??と軌をー

にする。 7 }J rl~ にゐける収量は 1 本 11HI当り 10 g 内外にとどまり，ととに硫酸処旦i1による効県

が極めて僅少でるるが， 8 月に入ってからは処理の効果が悟然として認められる。その原凶は

硫酸の処王虫法を変えたととによるととろが最も大きいものと考えられる。すなわち， 8 月から

は施与査を 0.1 cc から1. 0 cc !乙増したのであるが， 処理量と増収との関係については，さ

らに (7) ):jiでも述べるとととする。

8 月中 i乙ゐける牧量は，切付rþ を1'1円高三周囲の 1J3 として換算してみると，無処J'IJ!区 iこ 3まいて

も 30~40g，硫酸処理区では 40~60 g , Bark Chipping では 40~70 g となり p また個々の

樹の1[士長も 1'，c高 111 14 という fi立が得られた。
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切イ、f作業lこ 'iーする H年 il'，jは， i~~I~iW法で、 1 :{，:につき約 3 分.lllJで，首ff~の flUltは (r，liNiìよと大量生がな

い。 Bark Chippin<<; は n.'f i Il J(I"Jにも労力的にもゴ1，常 lこイf利な方法で， かつ，村吉iiには全然mf話

が与えられない。

併f肢を切1-1' 1白[に施与するととによって，その;"，'I\j}の村が赤変 L , r~J IIIUI"Jに加処山本と呉なっ

た様相を呈する。しかしとの変化はごく去耐のみにとどまし村の内部には及んでいない。硫

般を地与する際には ， I1 、?に %i)j- しいー切 Ll の内皮 ;"(1\がと ;11 によっても毘るように吹き小J-けをと行う。と

の部分 l乙附治したT0íê般は， l~illJ後には内u乙frl)の上方 5 cm {立までJ:-}l-し， このためにその純

酬のいJIえが変色をきたす。故に外皮を制翻してその変色lffのー l ゴ11j を験べ，とれが切 LI に千jjな

也棋となってたれば，施与した硫恨の 72:がどJーで‘あったととを示すので‘ある 13) 。

(3 ) フランス法の牧量

;1>:lHì-l;JJHIIJ が 15 cm なのです53 去にみ

るように 11"1当りの実収711:は少なく， 1 ),.: 1 

1m あたり Jk1t~ O. 3 g , JIお可 11.5 g ( 3 )]13 11 ) 

となっている。との JJ法は京区制J1行iflJ~ととも

にノ'J，+附J!行n時をも 11'，来るだけ日躍させると

とをLf.H~設とし， 千{れな仏国if:JJÌ汁主主 (Pinus

maritima Poiret) に対しては古くからとh

によって集約的な陀JJ行が?了わJしているのであ

る。しかしながらヱゾマツに対a しかμミを;出川

するととは，今1"1の試験の走塁験からみるとあ

まり 1H;奨するととは/1'，来ない (8.(;'1参!!の。

(4) 短珊法の牧量

との方法は l試験jj訟のrf[で控べたように，

縦iこま111長〈相応を会IJ向上して材部を時/1'，せし

第 3 表 フランス法による生制l旨収量
Table 3. Gum yield from Jezomatsu turpentined 

by Fr号nch Method. 

Average (min. & max.) gum 
Date of chipping yield per streak in grams 

May 27 

June 2 

I! 8 

I! 18 

11 24 

July フ

11 17 

I! 31 

Aug. 8 

I! 13 

11 20 

Total 

Av. yield per streak 

Av. face-width , cm ' 

2.1(0~ 7) 

0.3(0~ 1) 

0.5(0~ 2) 

4.3(0~13) 

6.5(0~23) 

10. 1 (0~36) 

9.8(0~19) 

10.5(3~44) 

11.5(3~69) 

9.9(1~63) 

65.1 

6.5 

15.7 

め p 長期JIi'，j放世した後にiifドして交採に滑る制JJ削(':ぴに jt~'n'iÎに附許している悩JJ斤を搾取する )j

訟で ， Pinus !'m，のお1 < , 樹脂の流出が数 fi のうちにほとんど位il: して了う給付，]i:には越川出来

ない。恐らく探脂の対象となる針葉:樹r.I' ，との方法を誼JiJ !I\来るものは ， Picea 1/Ji:のみでは

なかろうか。 この方法は ， Picea 1，討の樹脂の法11'，にみられる特性にJ与いた勝れた方法でるる

が，ただ得られた松川旨のテレビン 7ft!分が減少しているととと，塵;民その他の夫雑物の混入され

るととの多いのが欠点でるる。また空気中にたj\:JJlllj放置されるために，化学的成分に変化を生

じているととも予想されるが，との点については未だ確実な2出告がなされていない。

との群については法11'，長の時期的変化を験べるために，何月 1 回宛受持rjlの収量を測定した

(t)H表)。その結果によれば， 7 n が牧量故も多く， 5):J 26 日~ 8 }j 26 日に至る 3 ヶ月 l i\l
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第 4 茨 短nfJ-l:去による生松脂収量
Table 4. Gum yield from Jezomatsu turpentined by Barl王

Band System. 

， D旦t呈 of I 
Date of dipping i::~:~~;~J 

，scr旦pmg

Jum dJuly26|Aug.261 Aug.24Total 

l-1ω Gum Gum Gum Scrape 
yield(g) yi色ld (g) yield (g) yield (g) 

0.0 8.5 6.0 66.0 80.5 

1.0 17.0 0.0 I 30.0 48.0 

0.0 4.0 4.0 79.0 87.0 

0.0 32.0 6.0; 94.0 132.0 

0.5 19.5 12.0 ;江o I 57.0 

0.0 17.0 i 12.0 80.0 , 109.0 

の 1 本当り 11<"1~J収:fl!: は 62.1 g 

であった。またW，I 々の樹につ

いてみると， ii之市 132g ， ~之

低 22.5g で，約 611\-の立:が

みられた。樹脂の法1I'r!土 1~・ nTrÎ

周辺の形成!低利iからが11止も多

c 露11'，しているオ4rT11日から

の峰山武は少ない。

( 5 ) 切付後における濠

出日量の変化

切付をほどとした後， 結J

)J日の法11 同:が fi数の経過とと

もに如何なる変化をたどるか

は，切小j"辿期jを決定するうえ

に倒めて)Ti:安な~]îJJ'iで、ある。

との l，i，を I!Jjらかにする Fこめに

制i/lJ法のカl~処J~P.'j九，処J:IJ I_Jl1óの

双方について， 7 JJ 27 11 , 

8}J 13 日， 8J1 20 Fi l こ奴7

付けを行った後の法/JI，長の変

化を日ごとに i!li!J-ëした(出

Tree No. 

11 
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内
/
臼

32.0 0.5 ' 

5.0 ! 

27.0 ' 

10.0 i 17.0 

23.0 28.5 

0.0 I 26.0 0.0 

13.0 10.0 21.0 45.0 

11.0 6.0 24.5 42.0 

12.0 , 0.0 , 46.0' 59.0 

6.0 0.0 20.0 26.0 

48.0 1 8.0 51.0 109.0 

19.0 0.0 50.0 69.0 

0.5 0.0 22.0 22.5 

9.0 14.0 i 19.5' 42.5 

26.0 46.5 15.0 90.5 

275.0 

13.8 

185.5 770.5 1442.5 

9.3 38.5 62.1 

5 ， 6 去， t.:f よぴ身(~ 3 図) 0 :(: 

Not巴: Barks of all trees were stripped 0ロ May 26. 

れによるとエゾマツは， )!l~-処旦 11.切十j"の場合に沿いても，切f行支 10 rl を経過するもなゐ，少古t

ながら法/JI，を続ける。とれはクロマツやアカマツにはみられない羽後で，前記:tIIßlJ型切付の可

能なWrll はととにあるのである。とのi丞111はその後も l<':WJにわたって継続されるものであると

とが切らかにされている lり。しかしながら p エゾマツにゐいても，法ILI量のlik も多いのは切付

直後の 24 時Jj\j内で， Jn~処1:111_切付の場合， 7~10 日 IUlの全法/H量を 100 とすれば，その 60~

70%がとの 24 [J寺Illlのうちに法/H されている。他方，硫醍処理をほどとした場合には，日数の

主主過にともなう主主/11 去の減少が少なく，比較的長期にわたって多長の樹脂が法m し，高山町 7~

10 日後にゐけるおJ惜の巣計収量は，無処理区に比し 2~2.5 倍にも注するのである。第 3 図 i乙

r!n らかなように，処とjI_区は切小H支 6 日日位まで、は急激に収量が増加してゆくが， f~処王m区は切

付税 24 時lirJを経ると，その増加i率ははるかに綾l誌となってしまう。とれによってみても p エ

ゾマツに対しでも硫自主処叫が有効で、あることは切らかでるる。



第 5 表 i多出日 j廷の累計(斜蒋法， ;ば処四)， 7 月 27 日切付
Table 5. Daily accumulation of g".lm flow chipped by Japanεse Saw Methoヨ (untreated) 0口 July 27. 

l- 2ピl竺竺竺atヂ
同列 J向叶 JulyωI J111y 31 I Al1g. 1 Al1g.2 i Aug. 31 A昭 4 ¥ Al1g.5 

0.0 i -一 0.0 0.5 0.5 ' 
3.5 I 3.5 6.0 7.5 , 
12.0 I ー 13.0 ， 13.5 13.5 
12.5 ; 13.5! 16.0 16.0 I 

16.5 一一 17.0 i 17.0 17.0 

孔o i - 32.0 .礼5' 35 ・ o!
14.0 一一 15.5 16.0 16.5 
8.0 I 9.0 9.5 10.0 
10.0 一 1 1. 0 12.5 13.0 
18.5 19.0 !江o I 26.0 

Total 103.5 123.0 ー 133.5 150.5 155.0! -

Perc叩tage 57.5 i 68.4 ー凡2 83.6 86.1; -

Gl1m flow in grams. Untr四t色d

__!_~UlY 2: I J111y 引竺竺\ Jl1Í円|竺と|ャづ竺.3 \竺ド i 竺?
6.0 6.5 6.0 
16.5 I 18.0 20.0 I 
21.5 I 21.0. 23.0 
17.5 I 21.0 21.0 
3.0 I 3.0 3.0 

20.0 
46.5 
6.5 

22.0 
15.5 
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生松脂収量の季節的菱化と気温，斜譲法処理
および無処理の 1 蒋当収量

Fig. 4. Seasonal trend of gl1m _f~o\'T I?邑r streak, 
turpentined by Japanese Saw Method (treated 
and l1ntre旦ted) ， aﾍ1d the curve of atmospheric 

temperatl1re. 

12 13 10 8 7 

第 4 図

2345678  
E/.且psed time in .days 

一第 3 図 処理および無処理木からの彦品目量累
計曲線，斜蒋法， 8 月 20 日切付

Fig. 3. Daily accumulation of gum flow 
from Jezomatsu turpentin邑d by Japanese 
-Saw Method with and withol1t s111furic acid 

treatment. Chipp号d on Al1g. 20. 

9 



エゾマツ樹脂採形、試喰(第 I 報) (安倍・横田・安江・保坂)

第 6 茨 r~w 日 ftEの累計，斜作法， )尽処r.:m と 50% 硫酸処m\ との比較， 8 月 13 日切付

Table 6. Daily accumulation of gum flow from treated and untreat邑d trees 

chipped by ]apanese Saw Method on Aug. 13. 

Gl1m flow in grams. Uutr号日ted

129 

Tr巴e No. 

Aug. 14 I Aug. 15 I Al1g. 16 I A昭 17 Aug. 18 I Aug. 19 , Aug. 20 

4 1.0 1.0 1.0 1.0 2.0 l.S 

6 3.5 3.0 3.0 3.5 4.5 8.0 

9 6.0 9.0 8.0 9.0 9.0 11.0 

22 5.5 6.0 6.0 10.5 10.5 14.0 

28 11.5 13.0 14.0 14.5 14.5 16.0 

31 勺L パu . d  I 26.0 26.0 27.0 28.0 32.0 

32 20.0 19.5 21.0 22.0 23.0 26.5 

47 12.5 12.5 12.0 13.0 13.5 16.0 

63 12.0 13.5 15.5 17.0 19.0 26.5 

87 18.5 20.0 21.5 23.5 24.5 28.0 

Total 114.0 123.5 128.0 141.0 148.5 179.5 

Percentage 63.9 69.2 71.7 79.0 , 83.2 100.0 

Gllm flow in grams. Treated with 50% sll!furic acid 
Tree No. 

Aug. 14 A昭 15 ! Allg・ 16 I Aug. 17 IAug. 18 I Aug. 19 I A叩 20

2 7.0 9.0 9.0 11.0 I 14.0 22.0 

3 15.0 22.5 24.5 25.5 I 26.5 29.5 

10 28.5 47.0 58.0 62.0 67.0 84.0 

17 8.5 15.0 21.0 28.0 32.0 43.0 

21 2.0 4.0 6.0 8.0 9.0 10.5 

24 26.0 44.0 46.0 55.0 57.0 67.0 

29 15.5 31.0 46.0 57.0 i 64.0 87.0 

57 11.5 17.0 24.5 30.5 30.5 29.5 

60 8.5 17.0 23.5 30.5 32.5 40.5 

117 9.5 16.0 23.5 31.0 36.5 40. じ

Tota! 132.0 182.5 282.0 338.5 369.0 453.5 

Percentage 29.1 40.2 62.2 74.6 81.4 100.0 

( 6) 硫酸処理の効果について

余+1，除法の切イ‘)"!J\ï: l叫庶民変処J:U\ を行った場介i乙，切f・J"後j手 n の法/:1'，景が!mや引乙変化するかは前引

に述べたとむりであるが，!fç 1 表b たよび第 4 図にみるように， 7 ?:l末から 8 月にかけて行切った

3 r日Iの切f・J"~詮ι1'1回はお伎のため結果不IIJj~ーの結果は，無処理区の 18.9g ，亡対して処理

区39.1g となってゐり，酸処四により 1 回当りの遠出走は 2.07倍に増加l した。お2 回日の切付

処辺[!の結月Lは不明で、あるが， ~~3 回日 i亡至るも依然として処理区は高牧率を持続している。

他方，米国法(第 8 表)にj;;-いては，前後 9 回の切付けをほどとした結果から，各方法ごとに

切付 1 回当りの牧荒を算出してみるとぷ:準法(無処到D の 1 目当り牧m:21.8g Iこ対して，同

硫股処理区l土 32.1 g , Bark Chipping 27.7 g となり， 処翌日区がそれぞれ高牧長を示すが，
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余、l泌が;のJ怜Jfíc率 lこは及ばない。えと国y);ir:庁 /:Y に必ける硫限処J:'H効'-11.が， (J\ll，"'f，Yjけ乙ゐけるそれにす7

っている IJ;W1 は， rì肝炎 91"1にわたる処Jli!:切付の T1刊さに沿いて石市限処JlI l吐が少なきに過ぎたと

とと，加うるにとのJ!Jj川天候が子~/Ifífであったとと，さらに処J"1l_技術がイミヲt:介であった;手の~]flll

が考えられるのであるがp 今 1 1 '1の試験σ方針決によってヱグマツからのJ利j行 lこゐいても，硫酸処

正li! をほどとすととは l別らかにイf効であるととが;:包めら ~Lた。

すで、にiÆじぺたように，匂H‘J"i)~;に与えられたf沈降!ま!Ãj J]Z{j-fí を 1..井してとの11'，]の内皮手1 1.織を変化

せしめる。その状況は Bark Chipping の切付のI~I乙 jiLt も l リJII.なに観引さ ~lる。ヱゾマツでは硫

限のJ:h'.lt'li~jll はむよそ 5cm (切小H美 1 i0l1::]) に j主し， との純凶の j人J}]Z *IL織は 1'if;_t_~かの {iJt_壊 fí;

川を支っているものと)5'えられ， したがって斜出訟の処旦1 1 区で、は匂'LI'.rr';j をと 5cm にしたのであ

るが， 米国に沿ける K. W. DO!DIAX l�;'!f13) の':}lZ-;'1-に上れば， Pinus ραlustris Mill. 

(大ニl:松)， P. caribaea Morelet で、は硫限の_U i'.b'l 情Ifは約 1!2~1 11 ・I・ 9 或いはそれ以卜.とい

われ，さらにアカマツで行った汗J何年のF式験では，約 3cm であるととが):11 られている。切付

JItに与えられた硫般が， I"Hk:に対して如何なる変化を与えるかは，現止のととろ外}ι卜‘変色を

きたナtJ，.I..のととは):11 るべくもないが，たそらくとれが内山北1)，ととに形成府間近の11止も生前

作川の irr-iD!Xな {\II分に影枠を与え，生t，r，.機能に ])1';'1:守を生やるものと布えられるので，処J'Ilに)J J い

る Mé慨しつ ~rlt ， i[~~rtt ， 切J二日などについてさらに詳n:1 1Iな li.式験を必裂とする。

ィ~êl"iÍ)'処J''1 lによって幼川行の法/1 ',JlJlI i '，]が処kされる IJ;WI については，いまだ研究がなされてゐら

や，将来に叫せられたU\J{gJで、あるが， JJ~'{I :"j.くの/，(Jliき;jft~ÍliìiJ : f-jわれている 15)。すなわちその川(["J

として， 1) 硫般の作川によって内皮却のうち，引ーにセルロースが崩壊せられ， 1お口のIHit:;が

lJ}j(i'J されるとと， 2) 樹Jl行 qtにある鮒JJ計般のキlfillI1生成を促進すると推定されるある日時おの作

川がIHl符されるとと， 3) 内}_tT~I; と材者1; とが硫般の作)JJ Iこよってねj献し との一六1; 分。のノ'k+附!jH

f!1!i~からも樹脂が流 Il't し，法川世を府大させるとと，などが一花、えられている。

(7 )硫酸の処理量

切小J"ii，\\ を処J'lJ lするに泌する:rVitl'喰の f止に l主!しては， 1111併な ， i)~験品，li l.l~の千;iX-;I:ì- されたものがない

がp その散が少なきに過ぎれば処Hllの効県をi成泣し，活i乙多きに過ぎれば刷休に力\~川の民俗を

与え，樹脂孔市11I胞の生成をつかさどる形成jぽを椛壊して， 1M後の附JJ日の生成はもちろん，樹休の

生百にも忍影響をと及ぽす危険がある。カH うるに，硫酸使JIJ量が多過ぎると，硫酸溶液が傷口に附

許せやに仮面を流下し，受持や槌の金属を略的したり，或いはまた採取される芯同旨 rllに混入し

て， ~fiî後の工場 lこゐけるテレピンiíÌJ ，ロジンの分離工程に!日戸弁を与え，或いは位Jn行の成分にf0

3曜を及 l宏、すととともなる。本試験iとi;-いて知られた酸使 flJ丑の必rlt[主，切イね骨が軽〈一様に湿

る f_!j{皮というととで，とのために裂する 10fé限量は 1 回 1 本あたりが) 0 ， 8~ 1. 0 cc である。 第

7 去に示すかl く，約 0.1 cc をほどとした叫合と F 約 1 cc をほどとした場合とでは士宮牧率に

著しい主があり，処理量の大小による Jlíc量比を岐べると， 奈l.iWf;法の J!l~処.l}ilを 100 とすれば、，
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米国法では 122 (約 0.1 cc の叫合)が 239 (約1. 0 cc の場合)に，また Bark Chipping で

は 85 (約 0.1 cc の場合)が 236 (約 1.0 cc の場合)にそれぞれ2 仙台よてjC3 似に収率が I二

持した。 Mc限処J;Hlを実加するには，その施与71t，施川脊iíf立に注意をと払うととが.IJI叫である()5:

2突の第 2 xJI. 参}!{t)。

第 7 表 使用硫酸屯と生松脂の収 jlt

Tablε7. R令!atioロ between gum yie!d and the strength of sulfuric acid tr巴日tment.

Chipping method 

]apan邑se Saw 恥1ethod.
Untr号ated

Amεrican Standard 
Methoヨ. Treated with 

H2SO.1 

Bark Chipping 

Weak treatment: 0.1 cc 
H2SO.1 per streak 

Number 1 ~ ., Yield 
I Period of streakl • ~< <vu  1 (g) 

1] 日ne 2叫 17.2
|July 271 

51June2B~| 
July 26 

21.3 

5 ', 1 14.7 

Strong treat;nent: 1.0 cc 
R色lativεyi邑ld

H2S04 per streak 
Number i r¥_ _~ _] i Yield UT__L  

ofstmk!psriod|(広)U Weak ¥ Stro暗

♂) I~~~' ~~~i 20.9 Aug. 20 

3 lA1r 
3 

100 100 

122 239 

85 236 

Note: Yields are grams per streak, calcu!ated on 50 cm of face-width. Each group consists 

of 20 trees. ゼ) This group contains 10 trees. 

(8) 切付方法別収量。比較

j会l占jから法IP，ずる制脂の量を左右する条1'1:をと大lJJjすれば，環境条1tド(枠!丸気後，土壌， F高:j ; 

皮， ;f林、水主地の必叫叫l'梓悦fご等辛)λ， 悩休条f!件!午t- (径紋， fu制』正;ll.~t可f市巾山r.戸而1可';j，日J ， 枯制JíU:と託rのゾ大亡さ P 生i長￡f量F在一， ~.校之 ドηH

ISI引子子今等)λ， l'作f乍iミ 1浩E条1t刊11ド: (切イ付付J寸打-泊h而3訂[の I巾11 ， 切←J上L二己向雪可5ふ， 切f小付付‘J寸n滞梓の j深宋さ P 切イ付f迦1期山， 作淀川JL 刺後処まruの

キJJ!民i~'i})の 3 '~1~が挙げられる。十トヨ誌とのJ[X71\ に対する関係を比較するための試験にゐいては，

上記 3 手「のうち p 前の 2 者を同一ならしめる必裂があるが，実際に l沈IJjftj' ;lr~行われる天然条件の

もとに:;s， \，、ては，との 2 布‘を完全にJí，-J--ならしめることはほとんど不可能である。したがって

探聞の研究にゐいて{'j'::1'ä:o長を比較する J斗介には， IliJ-の樹脂主主t[~力を有する 1!L~tJ1Jm宅設けて.

各群に試験すべき 1'1.:::\';"1.去を趨川して lf'k ll-t をよヒiji立するととが行われる。すなわち予め一定の方法

で，ある I"i数 (5~10 1i!1)，各自II)fJiJの主主11'， ~M= を ì!!ll'>lごし，各併に属する 111， 1休の法11'，荒の平11が等しく

なるようにH;'~駄木j!l (11洋の本数は泊常 10 本以上)を設定する4)5) 。 木試験に沿いてもかか

る意図のもとに法11'， ::l止を測定すべく予知五試験を行ったものであるが， 法 I r', ~:it 1rr'.tゅのため，主m
満足な数f!l'cがfUられなかったのでp やむなく得級に人主いて(径殻の分布，ならびに平均が|司ー

となるように)方法日Jjの試験木併を，;主定した。また樹JJ行の法111景は切イ寸断の巾にほぼi仁川する

ものと二j号、えられるので， Jf乞長を比較するには，両巾を一定iとする必泌がある。第8 去に掲げた

JH仁川北はWirl1 50 cm (州市也径1乃千均とほぼ/l iJ長 p すなわち樹幹J，';]同の約 1/3) として i\J-:t;?:し

たものである。

すなわち米国法の試験本を，処.1111，無処理， Bark Chipping の 3'昨に区分した 6JJ ボ以降

の件区のJ次世 (1 本 111 1J当り)を，奈I'ì~ÿ，法Jrr収!])Jl1の1Ji~~( を 100 として比較すると p 第 8 去の

数王子に見られるように ， .f手法とも，い十れも 100 以上のfH'cを示している。 ただととに刻ì'1\ÿ，1:t
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第 8 表 切付方法による生松 1m 収ほの比較

Table 8. Comparison of gum yield from Jezomatsu obtainεd by various chipping methods. 
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Average face-width, I 
47.6 1 14.5 26.2 26.6 26.9 15.7 

cm 

Total yield, g 1266.0 390.7 1822.0 2730.0 2384.0 1158.0 1242.5 

Yield per streak, g 15.8 39.1 11.4 17.1 14.9 9.7 62.1 

Calculat号d yield on 
16.6 43.9 21. 8 32.1 27.7 30.7 50cm. oI fac邑-width， g 

Relative gum yi巴ld 100.0 131 ・3|l弘4 160.8 
lv4.9 100.0) 1 (147.3) (122.7) 1 

Relativ邑 gum yield from this group compared with the untreated group in the same 

period was 206.9. 

イVlêmた処正11[区のみは， 7 )jオくから 8JUごにかけて 3 lrïlの切付によって何られた jf~7f[を示して沿

り，とれを litjwmuに沿ける刻iWf，法f!lf;処坦 I!区のJ{jcl去に比較すると 206.9 となり， 2 1i¥".r.:.t 1-.のよ千TJlic

が41}られた。また米国法椋ijt (力!f;処氾I\) ， r'iJ処王111区はそれぞれ 131. 3 , 193.4でまうに Bark

Chipping は 160.8 である。 米同法十~}!~j{[i区が斜消A法f!lr;処型 I!区 l乙対してが) 30% の琳牧をみた

のは， 11な K"の切千1'i荷がオピF"fJlJ!l行ìl昨を k引Jl1せしめるととと，ゑli苛11ミでは探11止の E同期!な scrape を

作たととにJ，tじくものであろうと考えられる。他lLlj，米国法によって何られる相11行は，切小J-阿を

出ドして受加に注:するまでに本Ij l に 11助長される程度が大きく，組J!行の lLIlttーのünごするととは免

れない。

米B2111;の硫目安処疋I! 区!ま p 前半l乙ゐいてイ耐喰の処王1Jlf，ーが不足していたにもかかわらや 93% の

J¥'T ~~Cを示しp 制措法の処迎区にほぼ、匹敵している。しかしとれを米国法制準区 i乙比べると増収

率は 47% に過ぎないとととなるが，との牧長は，硫自放医虫量の増加によってさらに増加が期

待される。 Bark Chipping の収量は， 制;育法無処理区に対して約 60% の増収であるが，米

国法椋準区に対しては p 増収率は 23% 弱にすぎない。

次にフランス法ぜあるがp 本法はjffi常切付而i巾1O~15 cm の桔凶で行われ，本試験に沿い

てもとれに則ったが，収量比較のために而r[J 50cm の牧量に換算したととは，あたかもとの同

を必よそ 3 f$î処切付けた場合の牧貴と考えるととが出来ょう。との方法は無処理であるにもか

かわら歩 p 米国法処理区にほぼ匹敵するJfx量を示している。ただフランス法による切付作業は
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他の方法に比べて複雑であしかっ時iI\J を J必ずる。とれらの点は器よしの改良ならびに熟練によ

って或紅!立併泊されるものとιわれるが，わが国にたけるJ別行事ヨミの I1ヨ 1l.~， 'rft習，労力などの

点カミらみて，エゾマツの咋11行に対しでは池切な方法とはいい難いようである。

?;TZ-IJIJ'1Lは 1%ーEI!の切小j作業(むしろ制1之と称するのがえM当で p 材f'i[í l己保いね拐を与えない点

から Bark Chipping の一変?去とも見られる)によって 1 ;本当り E2g の樹IHJが得られ，との

傷πrí を 1 本の樹に対してい]昨 iこ 4 f/:j処ほどとすならば，その収量は 248g となし 斜i~与が;1rrt

処正lJlに対してその収率ば 10 数倍に注し， J比率としては壮大となる。しかしながら何られる樹

脂の品坑ならびに原木 1 木当りの樹脂生産主は他の方11;1乙比べてかなり劣るととは免れない。

(9) 個体による濠出力の差異，径組と漆出力。関係

:1'}_~wJから桔J;J旨を探JTx_するに当って，王Ei出条

件ならびに作業法が同一で、あっても，相IJtrの

遠山量はなた， 11占i 々のがl休の径級，樹EZ，紋

下高， ~1.立伝(1'.]閃子などの生11~I'，J子によって存

じく異なる。とのととは従来多くの人々によ

って広く認められている事実である。とれら

生休因子のうち，直径は切付而r!Jの大さを決

定するので，その大ノトは I切らかに主主fH 1ITをえ

きく左れする。 しかし松制例休の樹脂法11'，

長 !.ì ，切f・J' nJ Îの rfJ の大さのみならや， 1並行本の

内部因子によっても大いに主があると考えら

れ，とのような意味に必ける作，1休の法11\能力

を判定するには，一定長の切付而「いからの法

lJ\-j重を比較するのが安当である(ただしとの

場合，比較される樹の切付伯[巾は幹í，'i]lこ対し

でほぼiTîJ--の剖合であるととを必要とする)。

したがって今W，I休の法11\力を R とすればp

R二法11'，量 (g)j而巾 (cm)

の式によって突出1) され， との b和町机l'氏'cをもつて内部

lド川1，引、，]日子子‘に J幕志〈イ伯伺E同附iげf休本の法l川H能力が比肢l川l川i来ると瓦ゴ考1守7 

えら t工る lμ、リ'り〉

久<<1ト凶9 表lはま， 米同法様i.{1i区の~jt:JJii\Jにたける生松IJrr'l交量と而1 fJから詐1-1\した R の自立である

第 9 表 個々の樹の生松脂彦社lカ

(米国標準法の結果による)

Table 9. Gum yielding 日bilíty of individual tree. 

I ~ • ".~， 1 l'ace- I 

Tree ¥ D. B. I七|Gum yield (G)(1Width I R, 
γ(Whole season) I ..:;;~U 

¥ " .I- .H.J.I.....ノ 1 (F) , I (GjF) 
口 cm

5 0

2

2

 

q
υ
q
u
q
υ
 

26 5.11 

27 1.30 

21 

24 8.10 

23 0.61 

133.0 

35.0 

39.0 

19-~. 5 

27 

65 

91 :56 

38 14.0 

69.5 

40 

56 I 40 

61 58 86.0 26 

41 64 132.5 25 5.30 

37 64 277 .5 30 9.25 

46 64 72.0 27 i 2 , 67 

35 66 83.5 27 3.09 

92 68 156.0 31 5.03 

Av. 4.74 

が，ととに明らかなととは，たとえ径級がほほ、等しいものでも，イドi休によって R には著しい

設がみられ， R の官l の大なるものと小なるものとではそのiI\1に約 10 1tr，-の芸がみられる。との
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者の));(11\1 は一前j主の ~rr < ，松川本J)内吋lに:t:ける生J]I l!'t"JIJ;1 了ーに)，1，:くものと J汚えら hるが，ιはたのとと

ろ，との内部l'I"JI "i子(または R) と松凶の外観的l防止すなわち樹Flip 樹5rL， t!.:-下両 P 針葉の

大小， 1:主の).(さ， ''l:.J毛孔 f!iJIJ行加の数台よぴ、大さなどと，如何なる関係にあるか全く知られて

いない。とれら形態的1'，1子と間1)行の実JI~flt については過去にたいて多くの訓杢が行われたが，

j犬山1'1句な結論の件られているものはほとんどない。

ilkj近， :1古市Jの捌J)行法1 '-_1, ~ll{: にみられる 111川(!'f:は，遺伝的!と|子に )，!i. くものと:)すえて主主Ir'I:~:: ~つ大き

な11>'， 1付えをJ1?列1'[するというfiJI二ヲピカ ~'f子わlLるに王Eっている 17) 。

以上のÞrr き事実からみれば，持IJtr作業条干!のJl)ji:i(試験を行うに当つては，たとえ J作次験木Ii下

の+どj径がl， iJ じであっても，その本数が1f[少な叫イトに l土 p 信頼するに)~るがf !1~1土望み')!fIいもの

といわなければならない。

:)(1亡 R と山怪との関係をしらべてみると，第 10 去に示すÞrr < ，径枕乃」??加とともに R もま

た附加する ~Ji.突が);11 られた。すなわちエゾマツの ~!:J~の何度と，樹脂法/1 11 jJ とのIl IJ にはイi'r~6;;か

の関係がイ{-{J:するととが予想せられるのであるが，イ木1ド'1式験!ぽl弐土との点の究IIJ川リ円j をを:主!円1 的として j行一jわ

jれLたものでで、はないの vでε ， f-後支[けi さらに詳4制制制I!川!リi な試験験'を行つて品li出f

しとのような 'Jfιf三実契が一唱般立知訂1'1内qに f存l子三γr布'1:するとすれぱ，径のjくなる位jからの初11行の搾1)sは，切Hn'fjllJ

の哨大によるものと p さらに単{i]. 切HrlJ 当りの法/[llf止の J('J)JIIからくるものと y 二]Jï:の利益がWJ

i!t-しうるとととなる。

節目表 径紋と穆 H\ 力

Table 10. Gum yielding ability and tree-diameter. 

Chipping method 
|D.B H. , !Average 1N1ul帥I立T

of D. B. H., I .， u.:~':';: Vﾁ  (bas巴d on the total y凶ield\
Cαm t官re巴 I.L . ., 1 cm C.~~ , \throughout the season J 

30~40 34.6 6 3.33 

40~50 45.7 7 4.00 American Standard 恥1ethod.
Untre旦ted.

50~70 63.3 6 4.74 

Japanese Saw Method. 30~50 10.5 4 1.ヲ l

Untreated 50~70 61.6 6 3.89 

与0~40 35.0 6 52発)

40~心 46.0 、亡J 69;.)) 

Bark Band System. 
50~60 56.0 5 58引

6O~70 65.0 4 75 発)

長) Figures of R show th色呂verage gum flow per tree throughout the season. 

(10) ク口エゾマツ樹脂の濠出状況について

エゾマツはアカマツやクロマツとは非1i~1乙異った樹脂主主出状況を示す。 すでに T呂田IRCH

氏2に丸山氏。が述べているように ， Picea 属の+íÏ:t 1土，一度樹皮部がl易を受けると極めて長期

間にわたって刷lEの遠tHが継続される。

エグマツ樹11[1の主主11\状態を，米国法によって生じた切付方在について観察すると，最も旺盛な
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i到 1'，をみるのは形成fliの i\:[;分で、，切f・j 後約 30 íトを経ると (8 月 1[1 にたける観~>f)，樹脂のノト1/!，jir'

11加':ÎIこ一斉によ'>tわれる。 IEニlÜ切 Hnjjに法{I'，してくる刷 ij}-j- I ::t JK千悩 1)日消

一般に_r]'直樹脂滞からのものよ 1) もiili:かに少ないが， ] 5 ~I:.ïjなの年愉砕からも法/1'，するととが

);11 られた。法11'，してくる出)J行の外観はi351可色透明で， アカマツ， クロマツの~[:.t公Jj行とよく ~'M.以

しているが，市川 しかしながら村部から法/1 1，する削 i!行は， JI'f色

のf&~いものが多く，市;'{I\I'I'/''tも溌分強い。

エゾマツ(土斜iWi;':!; ， 米同11;いやALJì切 1.)ーによっても.法/1 1，ずる倒 IJ別立流ドして交校 Iこ滑るが，

また1t~ f1Ji ~C附荒する古r; )-トもかなり多い。同lI!ti.去の J}"，j合 l 工， 流 Fする距南I1 がえきし、のと，法/1'，が

点ら匂'JHY(rj J ，l;J辺 J)ll この古[íぅj'-I乙軟かい:J:)~~えとなって日J"j)今する。

tL山氏が本l式l放よ也[íf，ULl: J) 267 .[すよHEにゐいて，かつて 11(1不 1/ 日午に矧1m

ロエゾマツ， アカヱソマツをう、[''i l l}て):'判をしたととろによると p その後も伏然として制 1I誌の法

1-/ '1 が続行されてむし村とお{:"~皮との][\]から法/1 1 した樹脂が併状の塊となって附許しているのが

みられた071iイI'~には切f・)ll'lîの上品 との樹!J行 l主 5 ~ 6 JJ lJ iにはい杭i; していてi'-RJIえも

附 !IiH であるが， 7 ~ 8 IJ 気治{の卜Jf- とともに【|文化し， ととに[;日荒川[に新しく法I/'，した樹!Hrの作

川も子-伝って， :}主主に!土塊のたなるものはJ'1tTcでIW-Fずるに壬るのもある。

ヱゾマツ刷Ijかつ土己りJi遺 1/'，tJ:!王 ， Pinus}，.r" Jコ B'JIJ 行とイー'['[1'[''](こ !?'1なるものと汚えられるがp とh

が附{イーの半IL*';W，j乃"j~f土生正11 lfl'-J}',;::S& 1 こ j去くものであるか，或いは削!HiJコ!れGJII\，化学的性11 に)，H

も乃であるかは，悩めて~oiJ.lリこ l乃ある川!起である。 今日すでに ， Pinus !"式と Piceα!式とでは，

iI汗;:オサーの樹fJ行ir'IF， 1îf，-民的JJ出存の生成様式，形態にす'f-~の必ろことが);11 られてたり 18 Pinus /，式

に沿い℃は， その凶 I[日時!主数p 大さもんであ 1) , ま fニHllJ節目\~l(/.k: *I I/ JJ包の JJ克 l対立〈 (1..5 ~ 

2.5 ,11.) , そしう M(~n山こは pit を欠くが，他 Jj ， Picea , Larix , Pseudotsuga ;:~;では %11/胞りょが以

< (2.5~3 ，1I.)， 隣接市111胞との i!\J に多数の pit を行し亡い玉。 ま f二 Piuus b!，以外は 1}/~jJ~樹1 1旨

iW; がi毛い竹::[えとならー弁，いわゆる rèsin cyst を形成しーここ iしが縦 )/I(， JI乙Ii 'd隔をむいて:;ìfU:と

J午 J??与が1Jったヱゾマツヨミ恰i[日の分析の市/I~~l:: よれば， Pinus J�!: -司ル 一品
:;;. (こー・巴'J，いわJしている。

のそれとの_'，'\'しい ~)I::~I~はイ~;ki命化物が 11白;汗に多い，以である。 ま 7ご"，:ç III~J-.L.巳 19)がヱゾマツ松川行のテレ

ピンhiIを分析した結県で、は p合有する成分のf'D:ð;'Ffにはアカマツ，クロマツと大差がはられなかっ

今日化学的ììW先が未だ未[\fJ:J1'Îの状態にあなおヱゾマツ類生伐1I旨 r[ ，の位JJH1般については，ム

i こ。

り ， Pinus 属と Picea 属との樹脂自主示日比の差異については論やるととは 11'，来ないが p 両 ftJt， f剖

Jl rrの差異!主ととに原 1"':1 するとともたいに想像せられる。けだし樹脂の遠出の停止する最大の原

凶は p 流 {I'，する樹脂中 l二樹脂西支の結1'11'，が析H'，して， そのためにも1ヱ刊行全体が糊状となり，押i度主

u，(.せしめ，迭にはと jしが同化して切付によって露出された樹脂溝を閉塞するととによるもの

と考えられるからである。すなわち結IR1の析出!土，樹脂酸の組成によって左右され亡いるとと

が想像せられるのである。樹脂般の結IRl化の原[I~については p 物理的変化と化学的変化の 2 方



-136 ー 林業試験場研究報告第 63 号

式が:{'-Jえられている。

(11) その他の切付方法について

(イ) 加熱処士山

州市作業の 1:日始に一紅白:って，予め仙!J42衣rMにイr'J2!jiかの物JiI~(I'~方法で、 4耐えを与えてゐくことに

よって，その後の切付による制1Mの法11日rtが附加する場合があるととはlj，jJなから失I1 られている。

とれは!日抑制j片山が新生されろのによるものと考えられるがp との 11日正11\ を応川した耐)j刑判文訟

に IJp :t J料収11;'-11)22) , 力fI熱処111法2のがある μ またQYl]IJ に刺I;(~処_[!)\というほどの子を加えなくと

も，切小，nlWnjíjlこ樹JJD(;'1j 1lt;?~ を i也当な日寺!日JI二行うとと，或いはえとLllで tfí;奨されているいわゆる

advance streak (本+任1'1')-切1，JーをはじめるがJlケ JJ 首庁に二予め 1/豆11--: け一切イJーを1]・つてゐくとと)

などはいやれもとのような効県をも fií:せ合めているのである。非行等はとれらのうち，とくに

加熱処J]\の法川ftに対する効;_j~を験べるために，米同松市11ミ，同硫酸処血， Bark Chipping, 

フランス訟で切付けるべき試験木に対し，切f・J'pjJýfìの 1 迦i/ U前に予めトーチランプを)lJいて加

熱処正'1\をほどとし，その};B~時をみるとととした。その最古山(第 111< a) を， l*llrlJ当りの換

算 (ìi'l i l/ J 50 cm) JI日立についてみると吋 処J"i\後 2 ケ JJii'r] 1こむいては 7.2~18 .4 g という数与1

~示し， IliJJ~Jj i\ J にむけるゴf~)JI[f.~\の iLJ介のJ/i(長に劣っている(前 8 夫参J!H)。しかしながら加熱

処辺の玄ljj.jHt数ヶ )J を径てから現われるものと二与えられるので，処以後 2 ケ JJ を経た 8 jj rll に

第 11 表 ト{チラン 7JJ日熱による生松町収量

Tablε11. Gum yield from J巴zomatsu turpenti口ed with and without heat.treatment. 

一一一一ーJ..

a Gum yield in a week after heat-treatment. 
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American Standard Method. Untreated ! 

American Standard Method. Tre旦t巴d
with H2SO.j 

4 9 " 14.7 

BarJ王 Chipping' 4 

4 

" 18.4 

French Method か |5.0

b Gum yield in the third month after heaHr己批ment.

American Standard Method. Un民府d・ 4

American Standard M巴thod. Treated 
with H2SO.jτ 

Bark Chipping 4 

、o
Aug. 28 

14.7 

ο " 33.3 

3 " 41.1 

French M巴thod 4 3 " 9.6 

c Gum yield from t,rees turpentined without heat-tr告atment.

American Standard Method. U ntreated 20 3 i Aug.9~1 33.2 
Aug211 

Am~ican Standard Method. Tr邑ated 20 3 in  50.0 
with H2snj 

Bark Chipping 20 3 " 49.4 

French Method 2J 3 " 33.8 
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主必T ける J収!段丈景をとつてみたが (与第\ 1口1 夫 b)λ， や(ば士り川I ，'-Ji期削り明H川iハ川iリj に主ゐ手ける虫知l時t処 l刊刊q引pωJのコ J作干区 (ω有苛招F35口1口H夫三 c)

iに乙劣つて主必子つた。 )J加加11 熱処王型珂訓Iリ引pの宗私1J刊I

1併九ι， Bark Chipping は 2.5~3.0 f巾汗の J41汁干れ刊Jf ~C之(を方示=し， フテンス泣法tのみのJ[文十荒1J止~.が劣つてい fたニ。 な

手沿-この力加加11熱処旦出Ilの示私，'，':!-I【

f 与引!土カかAけら ALないものとι4えら ALる。

(ロ) その他の切付様式

宗+iWf，法，米国法，フランス土!;， Bark Chippin宮など， 従来内外』市岡でuわJしている各部の

切付方法のほかに，なおいろいろの切1-1方式を考案して;試みた。すなわち切小j消をつけ加えて

ゆく ;;r，'，] U:，下， ti!O， 切f・jーの i栄さ，多[立式切小J' ， 切手J'刊を iIi\乃J，liWHに沿って拡たしてゆく

方式など谷間の旬JH様式を丁;1);ii(I'~1こ"，えみた。この切f付.J

!附i市甘町;滞苛をそ iれLぞぞ、JれLの 1様業式に Z台去いて!山!J，来るだけ f吊丹躍させようとするととに 2怠う.つたが， とれらー辿の

予備法験の品1'，'!.l~!土，従来の諸方法に比べて il'J::i;4.'fd己に fjj'[ずるものなく，単なる切1-J泊または切

付n'rÎの形状の差異は，樹脂み法11 1，去にほとんと:'J;t; ;.~~~を与えないもののようでるった。

(12) 気象と牧量

制JJ行の法 11'，量が気象条件，なかんすコ〈気温，降下IJ九七[I!!(i，時il\J に情接な関係、のあるととはす

で、に一般に認められているととろである。 -jj ， 切付によって法/!J，してくる刷JMは，予め樹体

内に生Jllt(:I'0 にうM していたもの一一生JIIl.i'I'~樹脂ーーのみならす勺切{寸という，すなわちー加の

JrH認によっては化生成物から後生されたもの一一的Jm(I'JMllj[ý--をも合むととは p すでに広く

信ぜられているととろであろ。樹iイ4の生翌日作JIJ~ま外界の気線条f'i'lこょっ-C):.いにjdj されるも

のであり，とれが生ま11[(I'.j活動に灯ー);(;~砕を与え， 1，(1化作川を fJ(j:lliせしめることとなれば，ひいて

は問問の法/!J，量にも灯・ましし引;込を招来するであろうことは字易 i こ;J'ftiJ!l.!されるととろである。

気i毘，降I、J:î主L 11)即時;1\Jなどと樹脂法111荒との ìl \Jに)，11 られているよF-行関係ば.このil iJの Zff.'Jílfをと

:j~書きするものと考えられる。ま tcq:，\'に気il\l!土，樹l1 itの:fM立との関係が深しそのJ-.cfl~にとも

なってWi皮は低下し，流![!b'I''l:iJ咋r)JII するので，切小J'i支J)気i且 i土 fffJIJtj'の法 11'， i ,:: Iこ影響するところ

カfブ〈きいと〉与えら ~L る urH 図)。

試験J也より約 lkm の距離にある丸山事業所での気象観iJllJの材処によれば，午前 10 [1与のと1;'

lfj気i毘は， 6 月 16.6 0 C ， 7 JJ 18 .soC, 8 月 24.8 0 C ， 降雨長{主各H それぞれ 156.8 mm, 

176.6mm, 67 .4 mm であった。 試験期;Oj中同気温が 20 0 を超えたのは 7iJ の下旬以降で p

それ以前は気iKíl低<，降雨量も多かった。 '8 )J に入ってからは雨量も少なく，府ソ〈の日が涜い

た。一方樹脂の i段量 l主 6 rJから以降， JJ を ißって気温の [-_f/今とともに増加l したが，その増加は

気温のみならや，降雨景とも深L、関係があるものの如くであしまた切手d-に対する生理的油厄

({某興樹脂溝の生成)も考えられ，樹Jj貯の遠rll， Í走が気温のみと千行関係にちるとはいい得な

いようである。
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III 考察

1 樹脂資源としてのエヅマツの何値

今日/lU'~のロジン年生産制l土約 700 ， 000 r也 テレビン hlJは 170 ， 000 苛に及んでいるがp

その!J;tl"f として FlJ いら ~Lるイむ刷はガム， ウッドの女I1イI'J を 11 '，1 11コヂ p ほとんどカ河合H[f'H~JNIの仁I 1

の Pinus Fn:に属するもので， 樹間利川の対象となっている;日間は数十町の多きに_I二ってい

る。 しかしながら Pinus 以外の松でも樹脂生成能力を有していて， 何等かの子段をもっ

てとれを.);;-:JI止11 1，来るものが少なくない。例えばp ドイツの Jura 地方で古くから採取されて

いる ]uraterpentin は Picea excelsa Lk. から j丞 11\された捌)1旨であり P またノ、ンガリ{

の Siebenbürgεn 地方では Picea vulgaris L.から J利Ittが行われている。さらに Larix 属

の松H旨ではNj欧 Tyrol 地方で古くから咋Jlkされている Venice turpentine が著名で、るる

(Larix decidua Mil1.)。また Abeis !1:r!Jから探取される松Jlt1では Canada balsam が広〈失n

られてゐし北海道のトドマツ (Abies sachalinensis Mast.) パルサムについても 2~3 の

訓査制:究川12):13)3<)がある。とれら諸属のうち，樹iJ旨の十tt'f ，樹H:.の樹1I行生成ブJ (主主tl\;fl'd ， I五〔

木資源対:などからみて ， Pinus 属に三J~いで}Ií~な坊jJHtlfì/J;[となり得る松J{:jf[は Picea 民であろ

うと考えられる。欧ì:1+1にゐいてはとの Picea 属樹脂の年産額がすで、に 1 ， 300 tiÆ に j主したこと

は前lこ主jj;べたとたりでるる。しかし Picω 属は Pinus }，oh~に比べて，よじ1史的気快冷i')j~ な正:j枠

皮土也市?に生育しp その~J:_laf:: も劣っているので，これが位11l ltの生産に対して不利な条1'1: Fにあ

ることは否定/u来ない。 他阿，エゾマツのわが国にゐける帯政主は 300 ， 000 ， 000 石と 1Ht~ さ

れ，杢針葉樹の約 10% を I~i めるが，さらにとれが北海道に集中して分布し道内主|葉樹喜子f:lI::lIそ

の 40% Iこ及びその資似i均価値は極めて正:j < ，また樹1):1の性ftJ二 ， Pinus 同のそれによじぺて法

1111が注かに長い1m続く 4 、\"11:があるので，そのブJ法に当をflJるならばエゾマツ樹11旨の;;jl.荒川jな採

取はvとして望みがないとは三与えられない。本試験の幸町出にもみられる立/1く p 昨夏にむける樹)J旨

の法rl'l荒は p 必十しもアカマツタクロマツに劣るとはいわれ-t-， i仮処主Hの方法-I;J]1，J-j目i~]，作

業l明11\]，使川裕具などに改良を加えるととにより p 切f寸 11司当りのJI主主L ~1'.l iIJ 1 本当りのJf匂走

はさらに rí'l 卜.するものと )ιわれる。ただエゾマツはその立地条件が南約J定地方にわたる関係か

ら， 11:11旨期rUJが奴航され， 1 本当 1) の年ll1片手J1\1 iitがアカマツタクロマツに劣るととは当然覚附

せねばならないととであろう。

さらに事業としてヱゾマツから将JI旨を行うに当って，最も主要な l可子となる労働力と Jf_\c呈と

の関係を考えるならば，本;桔lTJlの q' ，\'ttであるtと!Vli多11 11'1笠を手IJI /Jする短iHJ'ì去を川いるのが有利で、

あろう。勿論との l持合には単木当りの年I I\ Jlr~jf[ はさらに減少することは免れないがp 労働力の

1l_~ìlえという点からは俊iした方法で、ある。とはいえ，との方法についてはさらに今後切Hf支の放

世i+JJi 1\1 と法H-!，w ， dl1tfの向 I~_，切小J'方法の改丹などについてさらに詳細な試験p 前/â査を必要と

する。
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2 薬剤処理について

行滑Jの幹郁夫mìlこ切付をほどとして，そとから法11'，する凶IJ行を搾取するにとどまら札さら

にイrrJ~与かの物~lfl(I" J または化学(I"J処王11[をも fil: Ii J して位JIJ行の j丞 11 '， :l止を哨)Ji1させようとする l試みは p

松JJ日咋JljlitJ-_ ， ;!wnW'Jなものでるった。それがはじめられてからすでに 20 年近くの年汀を経

ているがp との li \Jに íiJf充さ ALた '~INx処J"P.のヂf，t， f.史川された薬剤lの数l土似めて多航，多様にのぼ

っている。とれらのうち， 米国の束T行部材、来品験場iこむいて A_ G_ S五O\\' 1í:3 ) の -j氏の行っ

た薬剤yil)l防法に関する研究は，内存の詳刺iIかつ広範なる ;l.~î、にむ'，，{ \てぷも顕 J子なものである(i， iJ

氏等の試験は専ら Pinus ραlustris たよて): p_ caribaea を対%えとして ÍÎわれた)。扶イSlJ r イ、7

において薬剤也正11'.法の研究がはじめられたほiJコ ;-ìj'\肢のが;民?のでは CPinus sylvestris L.)， ìt':J友

肢が点ら HJi噂されていた。ととろが S-，O\\' 氏 l土約 40H:引の薬剤l をとIi J\. 、て試験した前日Lから，

40~60%の{v1é慨がJf刊t効来、)(~ぴ lこ実川上の見地から iえもすぐれたものであるととを結論し，現

にこれ7):えとl主!のJ宗IHH~ 斤lHj に荒々と ?ff及されつつある。わが[[，[のエゾマツに対して薬剤i処ßI\を

行う場介， !.(/IイÍlJなる薬斉Ijが有効で、あるかは，組問ならびに立地条1'1ニを ~ll~lこするとれら諸外国で

の試験抗'r'~~からは迩IJJf 11'，来ないのであるがp とりあえや一応硫肢を刺l;î主剤としてとリー ì:げて試

験したのである。したがってさらに今後，各刊の刺悦若手jについて iíJI 究を uい p ー!??仔効な薬剤・

の発見にちfめる必要があるかもしれない。

刺岐による;J12H行?去の iiJf究 I エ p わが聞に :F..，'" ¥.. \ても日庁外国と J ま Ifn寺を:'すじくして r1[~Y{ì さ Al ，多く

の iiJf)'L%r'r'弘治:干1Æ-;'î- されている。すなわち Ily 111 , i Cljiil ，llj .Lí: "ηによる「薬剤iì' 入法j ， i土， i[ I ，I.!J両

氏~l) ， i!~è}]dí:~")の rnll :fT京IJ岐~l;j ， r ト{チラン 70 fJlI熱法j，さらに 1::~::JI: ，抗:多27)両氏の「産liJf

液による榊収訟j，尼子 i氏問の「塩酸刺戟~l;j など、の研究が行われた。 これらの方土どによる府

収の効込に関しては， 1 リj らかに有効と辺、められるものがイ[_必ずる。しかしとれら vづうち，今 n

笑I;~出こJ弔附J~X-にIi J \，、ら jしているもののあるのを iliJかない。その土Ill"1 1主いろいろあるであろう

が，主主L 、(土;式!験本Jコィ、数がff[少であった 1) ， ;試験H:J Jii'dが短かきにS1hl ぎたり，対J!(ilぎが不出Jであ

ったりしたために， ---1U:(にその効出が，It、百泌されるに五らなかったことにも 1);[1 人lがあるのであろ

う。裂するに::jiJI~ r'I'']に実施 rrJíìl5な 111i1幼な方法の考案と， JdUiにわたるとj f.J'Hじ;パ肢の欠l糸川|ども

わざ、わいしているものと二与えられる。また薬剤l刺怜J去の !ì)~:~~tで・は，処旦11の効~~が法IH別山の延

長にあるととをJHr:視したために事業化に失敗を見た例もある。産初日夜を JIJ \.、て試験した日下部

氏川 v主 p これらの諸点に関し責主な13:見を述べていろ。

しかしながら硫酸，境敢などの強限がp 切1.Jì~芹に施与された場合p 樹脂の法tl'r J切1mを延長さ

せる効果のあることは疑いない。とのことは，アカマツ，クロマツに沿いては従来の 3 日rJ切

イナをほぼ 21志乃切イ寸辺期に延長させて労{効力の節減を可能とする。エゾマツに対する今回の試

験では切付迎期が予j_~l 回なので，アカマツ p クロマツと同断ずるわけにはゆかないが，切付

nuに去ける収量は処王l[l，せるものが約 21吾に増加l している。なたアカマツに対する i二記の事実は
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その後の:試験によって正，:ijlE されたlno

薬剤処JlIlの効果がMに');(11;1 ずるかは組めてiJí:裂かつ興11~~ ある

川iおであるが，樹脂生成の生JJI líi'~ft刻、llι

(J':)'I世間の究 IIJjが↓王とんどなさ iしていない今日 p とれを 11;占やるこ

とは川来ないが， 1iÁé恨のi'i-:JI 1 がもしも樹IJ行の紡1\7 1生 rAを妨げて

その法mの伴 11:を ßfl持するものであるとするならばp 処王IP.効洪

の本伐を究めるにJ主，生恰JJ行'1 1の位J!J行恨の本n と，品川

fft十lltt を W(JUJするととが:111 も jQ:l:~裂なととといいうるであろう。ま

た，かかる 1 1\ 1題がifJ!Wとされてこそ，はじめて樹)j庁の榊J!X:に対し

て本目的に有効な子段の発見が可能となるで遣うろう。

.:j." に_.部f'l"下干すべきは，硫般の施川み訟についてでまうる。切

Hij\'f; 1 こ MEð交をほどとすには，外rç 5 陸l にjミすÝ.II < ，力会成ーh+詐i\ を I1 1

lf~ 5 図 fvIE般合噴拐すべき部位 心として， IH来るだけ j!l'í:f. fll な :l!t湯状となした硫酸をと一様に与え
Fig. 5. Part to which sul[uric 

acid is to be sprayed. るととが望ましい。けだレ切f・J'i存に法川してくる位JJJii !主，形成

'Wf の内1!lljに隣して， ff F形成さ Jしつつある木町令官の樹)j出花からのものが15t も多いからである。

とれに対しl]í:山1Mに対する処正If[は効県が少ない。処主P された硫肢はl院かい剛山市と l形成J!壬の部

分を伝わって f:外するから，過度の f史川は樹休に認影響を及!:1:"すので厳 lこ慎まねばならない。

今一つ Ifu2!なことは，いわゆるシーズン・オフに院号しては，そのまま;j8~JJ行 îéfイ~J!:するととな

く，公;}と考えられるであろうけAlども，以後に硫肢を使川しない切りつけをもう一度行うと

とで，な 1丸とれについては号?とj故にくわしくのべるとととする。

総括

1 ヱゾ 7 ツ fll'JJHtの有利な咋Jrx.方法をは /1 1，す n(I!~で、斜流法p 米国法 (Bark Chipping を合

む) , ゾランス法， 1iQ IlU-法 p さらに，これらに硫般処JIllを IMfl した場合の各方法のJgc~l;:の比較

を主として試験を行った。

2 弁方法による樹脂牧草:を， j"J ーの-!;JJ付耐IIJ に換算して比較すればP711t処理の場合はフラ

ンス法が最も J民主多し米国標準法p 剥i茸法がとれにミたいでいる。

3 切付 1 回当りのJ[jc量の最も大きいのは垣iliJ'型切 1.J で， -!J主主主的には有利な方法と考えられ

るが， ;樹脂の「17122が劣り，絶対牧長の少ない欠点がある。とれ以外の方法では，処理，無処理

を通じてJ!5(量の故大は斜溝法硫酸処理区で， 米国法硫酸処却しフランス法， Bark Chipping 

の阪にi成少している。

4 エゾマツ 1 本から得られる切付 1 匝|当りの-'1-'-lfJ4'c量 l土 7 ~ 8 1] の最盛期に去いて，幹];13

の 2/3 rlJ に切付けるとして p 最高約 90g (詩;存法硫故処理p 毎週切1;Jつである。
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5 エゾマツに沿いては， 切付後極めでたWJJにわたって， その傷口から樹IJ行が法H~を続け

る。これはアカマツ， クロマツの主nき Pinus J，えの樹加に対しエゾマツの ~JJ き Picea 属の樹

田万九位刊行の'l"HT をと:たいにJ込にしている点である。

6 liAé醍(濃度 :'0%) 処理の効見はいやれの場介にも lifJ らかに認められ， 5í~!附土Lモ J土同無

処迎.に対して 106% の士\'111'(， 米国法硫般処JI)!_， Bark Chipping では(米国法国中区に対し)

それぞれ 4796 ， 22% の増収であった。とのうち後の 2 ;仔の l!\C量は，処.[111に IIJ いられる硫酸量

をかえることによりさらにi'frカ11が期待さ Al る。

7 硫恨の地川一!止は， 1 本 1 回につき 0.8~ 1. 0 cc が泊当である。処辺I! 主::がjJi!i少で、あれば噌

収効県少なし過度となれば雨後の樹Jl行の法/Hに ftFd;~響を及ぼす。

8 樹1)庁j法 /1'，)) R (切付溝 1cm 当りの法11thりは1~"休によって著しく J引具するが， R l::t, 

胸高也徒の榊)JII とともに大となるととが);11 られた。

9 力11対処Jlllはい十れの.j{2fJ旨1jj法に泊JJJ しても効洪が認められなかった。

10 気後条nのうち，とくに気温， j;1: n J J'f~~はヱゾマツにたいても法1-1 ~ )r1.ーと関係があるように

足、わ~Lる。

11 Bark Chipping は試験された詳jj法のうちで肢も作業が本易であり，切手]"に要する時

ltlJも少ない。とれに!乏しフランス法1ま 11止も技術をう4 し，切付器具のU支持を裂する。奈h持法と米

国t~{l'\[;法とは労)) i'1!~ ，時jj目的に大主がない。限処JIIIに妥ずる時itU'土切付に必ずる時IiíJ (説j語法，

コ!と国法) J)約 2D箔であるが， 米国主L; と Baù Chipping とは斜ì'j'lf，法に比べて処坦が不易で、

ある。
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Réεumé 

1n connection with the oleoresin production, turpentining from Jezomatsu 

(Picea jezoensis Carr.) by several methods was experimente0.. Thi日 species has 

80 mi1lions cubic meters of stock volume in Hokkaido, and therefore, it is mpposed 

that its value as a source of oleoresin in this country is very high. Nevεrtheless. in 

the past, the turpentining from this species was studied only on a limited scale. 

It is already known that thεstructure of wood tissues, e.g. number of resin 

canals am1 their sizes, ::md a1so the chemical nature of the gum from Picea 

species, are somewhat different from those of Pinus species. Especially the 

long duration of gum flow from Picea is striking in comparison with that of 

Pinus. 

Since about 1935, various methods have been stu�ed to increase gum yields. 

Among them, turpentining with chemica1 stimulants, first studied in Germany 

and extensively developed in America , is remarkable. Thus the effect of sulfuric 

acid treatment, dεcided as m08t effective for Pinus ραl ustris and P. caribaea 

by American authors, was experimented on Jezomatsu in this test. 

The methods employed in this turpentining experiment were as f0110W8: 

1) Japanese Saw Method, 
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2) American Methods (Cup anc1 Gutter System and Bark Chipping) , 

3) French 恥1ethod， and 

4) Bark Band System. 

The location of exρerinzental forest: 

Tomakomai-district, southwestern part of Hokkaido (Fig. 1). The forest is 

located at 140m above the sea-level, anc1 consists of mixed stands of coniferous 

and deciduous trees. 

Period of exρeriment: 

About 90 days, from June to Au引1St ， 1951. 

Tγees exp巴γimeγ1おd:

Kuro-jεzomatsu (Picea .iezoensis Carrサ， 200 in a11. Diameter at the breast 

height varies from 30 cm to 68 cm (Tab1e 8). 

METHODS ApPLIED FOR TURPENTINING EXPERIMENT. 

1n the following six methods, each tree-group consisted of 20 trees. 

1. Japanese Saw Method: 

This turpentining methocl has been specifical1y deve10ped in Japan since about 

1921. Pine trees are streaked slanting1y (about 450
) using a specially devic巴d

saw (1.1 mm thickness) タ so that gum f10ws along the slant and. vertical streaks 

to the cu.p. Chipping and weighing were condu.ctecl weekly. 

After Ju.ly 20, this group was clivided illto two groups , so that each group 

had approximately equal potential yielcl, and one of them was treated with acicl. 

2. American Methods: 

a. Standard Methocl (Cup and Gutter System) with no treatment: 

Height and depth of streaks were 1.5 and 0.5 cm (into tho wood) respectively. 

Chipped and weighed weekly. 

b. Standard Method with sulfuric acid treatment: 

Same as the above except for acid treatment. 

c. Bark Chipping: 

Height of streak was 1.5 cm and chipped weekly. TreateC! with acid. 

3. French Method: 

Chipping was done weeldy and the width of face 15 cm. The top of the 

face was arch-shaped, and each chipping was conducted on 1. 5 cm of unwoundｭ

ed bark and the former 3~4 streaks were renewed in each chipping. Untreated. 

4. Bark Bancl Svstem: 

Formerly this method was stuclied for the tur・pentining from J ezomatsu. 

Barks were strippecl off pararell to the tree axis 5 cm wicle and 1 m long to 

expose the woody part. Below the wouncl-face , cup and apron were attachecl. 

Dipped month1y ancl scrapecl at the encl of the sem:on. This system is on1y 

applicable for trees having long duration of gum exudation, such as Picea species_ 
Su.lfuric acid treatment: 

Concentration of sulfuric acicl was 5096 (by weight) in all cases, ancl about 
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0.1 to 1.0 cc. of the acid was sprayed on each streak. Acid was sprayed with 

a spray gun which was made of gIm:s (Fig. 2). 

Tools: 

See Fig. 2. 

EXPERIMENTAL RESULTS. 

1. The actual gum yields from Jezomatsu turpentinecl by the methods c1escribec1 

ab;)Ve dr己 shown in Tables 1, 2, 3 anc1 4. 

2. Gum yielc1s were comparec1 on the basis for 50 cm of each face-wic1th. 

As is shown in Table 8, the highest relative gum yielc1 from untreatec1 tr田S

was found in the French 乱iethoc1 (average yielc1 per streak 30.9 g) , anc1 next 

came the Am巴rican Methoc1 anc1 the Japanese Saw Methoc1. However, gllm 

yields per streak were relatively smalI in a11 cases, e. g. 16.6g for the Japanese 

Saw Method, anc1 21.8 g for the American Standarc1 Methoc1. That the latter was 

30% higher than the former is supposec1 to be due to the scrape collection ancl 

the exudation from tran宮，verse rei2ﾌn canals. 

3. The effect of su1furic acid was recognizec1 in every case. The increase of 

gum yield amounted to 106% in the Japanese Saw Method, and 47% in the 

American Stanc1arc1 Method anc1 22% in the Bark Chipping (Table 8). Relatively 

small yield.increase in the latter two methoc1s were perhaps caused by the too 

}'mal1 amount of wlfuric acid which had been sprayed in the early tim巴 of

inV0凶gation (Table 7). Acid solution goes up along the inner bark of J ezomatsu 

and r官aches about 5 cm above the freshly cut streak. 

4. From the viewpoint of yield.labor relation, the Bark Banc1 System is most 

profitable. However, the ‘gum obtained by this methocl_ often contains much 

dust anc1 chips and is also oxidizec1 by the long exposure to the air. Moreover, 

as the yield from a single tree is sma11, further improvements are nec右ssary.

5. In hot 田ason of the year (July and August) , yield p町 streak will presuｭ

mably amount to about 90 grams for face-width of two-thirds of circumference. 

6. How long the gum fiows after streaking is important in c1etermining the 

frequency of chipping. 1n Pinus species (P. densiflora anc1 P. Thunbergii) 

gum flow diminishes c1rastica11y in 2 or 3 c1ays. 1n case of Jezomatsu the gum 

exudation continues much longer, even for several years. However, the gum 

f10w from Jezomatsu within 24 hours after streaking amountec1 to 60~70% of 

the total yielc1 accumulatec1 in 10 c1ays after chipping (Tables 5 and 6). The 

initial large flow of gum after the streaking was prolonged by the acic1 

treatment (Table 6 and Fig. 3). 

7. The volume of acid sprayed seems to havè 叩me effects on the gum yielc1. 

For Jeεz却om司直1a此t匂回S以叩u 0.8~ 1. 0 c∞c. 0ぱf 5印0% s叩ulfur允 a国Cαi c1 pe町r streak wa部s found t旬o be 己

‘札乳dequaばte. Too smalI amount of the acid was less effective (Table 7). 

8. Gum yielding ability, R. is representec1 as follows: 

R= _Gum yield (ω 
Face-width (cm) . 
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R of individual tree diffcrs exceedingly even among those with the sれme

diameter and in f:imilar environmel1tal conditions (Table 9). The maximum oﾍ 

R is almost ten times grεater than the minimum. The cause of this difference 

is attributec1. to the phy思iological nature of the individual tree. 

R increm~es proportionally to the tree c1.iameter (Table 10). Hence,the actual 

gum yield doubly incre85~es with the diameter; the one factor is caused by the 

increaεe of R and the othεr by the increm:e of face.width. 

9. The m08t vigorous gum exudation from the stre疚 of Jezomatsu occun: 

in the part of cambiul11 layer, similar to that of Pinus species. Longitudinal 

resin canals appear to play a far greater rβle tﾌ1an the tral:sverse r己sin cana.ls. 

The appeanmce of Picea.gum resel11bles l11uch to that of Pinus; th巴 color is 

bright yellow, and it has pinene.like odor and is sticky. However, the formation 

of crystals of resin acids in the Picea.gul11 seel11S to be slower than in the Pinus. 

gum. 

Wounds that hacl been left for several years were covered with lumps oﾍ 

oleoresin. 1n hot SUl11l11er this lump becol11es soft and falls down to the earth. 

As the ιonstituents of turpentine oil of Jezol11atsu do not differ from those 

of Pl:nus, the long duration of gum flow of Jezomatsu may be related to the 

composition of resin acids or to the unsaponifiable matters of rosin. 

10. Stimulation by heat treatment was also tested, but it proved not effective 

(Table 11 a , b , and c). 

11. Climatic conditions, such as atmospheric temperature, humidity, rainfalí, 

soil temperature anc1. sunshine, seem to affect the gum yields. Among them high 

atmospheric temperature and frequent rainfal1s are favorable for heavy gum 

flow. These factors accelerate the assimilating actions of the tree and especially 

high temperature decreases the viscosity of gum and brings about a high yield 

(Fig. 4). 

12. So far as the working techniques are concerned, the Bark Chipping was 

the easiest, and the French Method most troublesome. The Japanese Saw Method 

does not differ from the American Standard Method in working techniques and 

in th巴 operation time of turpentining. Acid treatment is easier in the American 

methods than in the ]apanese Saw Method. 

13. Further results on the turpentining from Jezomatsu wil1 be reported 

before long. 
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